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実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

学校法人   いわき明星大学、㍿   セツロテック
　ゲノム編集技術は近年見いだされた新しい遺伝子組換え法で、従来よりも容易にかつ自在に個体レベルで遺伝
子を操作できるようになりました。本事業では、創薬のための高効率疾患モデル細胞・動物作成技術を有する株
式会社セツロテックと浜通り地区の薬学教育・研究拠点であるいわき明星大学が共同で、新ゲノム改変技術によ
る疾患モデル細胞・動物の実用化を目指した開発を行います。

新ゲノム改変技術による
疾患モデル細胞・動物の実用化開発

　疾患モデル動物の開発において、製薬会社には次のようなニーズがあります。
■ ある疾患において、原因遺伝子に複数の SNPs がみられるとき、網羅的に既

知のヒト SNPs と同様の変異をマウスホモログ遺伝子に導入し、ヒト疾患と
の相同性を評価したいです。

■ ある疾患に特異的な SNPs を抽出し、網羅的にヒト SNPs を導入したマウスの系
統を作出し、ヒト疾患と相同な疾患モデルマウスを得たいです。

　 　これらのニーズに対し、バイオインフォマティクスにより未知の疾患候補遺伝
子や疾患候補 SNPs を抽出し、モデル動物を作って解析をすることで、新たな疾
患ターゲットを見つけることができ、治療の可能性を検討できるようになります。

　製薬会社で新薬を開発する際には、特定
の疾患の症状を呈する疾患モデル動物を
活用することにより新薬候補の検索が容
易になります。しかしながら、疾患モデル
動物は品数も少なく、値段も高価でした。
そこで、ゲノム編集法による新技術を活用
し、新規の疾患モデル動物もしくは培養細
胞を開発します。

　本事業終了後の 2022 年 1 月期、本事
業により開発する疾患モデル培養細胞・動
物の売上高は、3600 万円を目標とします。
また同年度の新規雇用は 1 名を予定して
います。10 年後の 2031 年 1 月期は、売
上高 70 億円、雇用数 140 名を目指します。

　福島県浜通り地域は、東日本大震災後は地域全体が急
激に高齢化しており、疾患に罹患するリスクは相対的に
高まっています。これらの疾患は、遺伝要因と環境要因
が相互に起因すると考えられます。本事業計画では、主
に遺伝要因に着目し、疾患に対する新たな治療法を開発
するための開発戦略の軸となりえる疾患モデル動物並び

に疾患候補遺伝子等の抽出法を開発しています。本事業計画が実現す
ることで、数多くの疾患モデルマウス・細胞の製造・解析拠点とし、
地域経済の復興に貢献したいです。

株式会社セツロテック
代表取締役
竹澤慎一郎

　疾患モデル動物の生産工場を浜通り
地域に設立することになれば、地域内
の専門商社や施設メンテナンス会社な
どの周辺産業にも効果があるものと見
込まれます。また、新規の人材採用は、
いわき明星大学からの採用のみなら
ず、地域外からの流入を促して採用を
していくことになります。

　2018 年 12 月に交
付決定を受け、現在本
格的な開発に着手する
ための機器購入や施設
の調整など準備を進め
ています。

（平成 31 年 4月 1日より医療創生大学に名称変更）
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研究（実用化）開発の目標

我々は、福島イノベーション・コー
スト構想の重点分野の一つである

「住民の健康確保に繋がる医療機
器」の開発を 3 社の技術力を合わ
せていくことで福島県産の超高解
像度センサヘッドを実用化し、相

馬市に核医療機器の一大生産拠点を形成します。
そして、福島県の健康増進、安心安全の提供に貢
献します。
 また、商流・雇用の面でも国内外の各社とすで
に連携研究を行っており、目標を達成すれば、相
当数の受注、浜通り地域で再雇用を見込めると試
算しており、浜通り地域の地域活性化についても
貢献していきます。

株式会社スター精機
常務取締役

星智憲

　コリメータ開発に関しては、穴径 1.5
㎜の SUS 系難削材、次にタングステン
合金、最後にタングステン材への加工試
作を行ないました。目標達成である 1.5
㎜穴開け加工はクリアしたが純タング
ステンはバリ返りが発生する部品も有
り、現在も引き続き試作加工中です。シ
ンチレータ結晶開発に関しては、結晶
育成用の装置の導入を行い、Mo 共添加
Ce:GAGG の育成検討、およびルツボフ
リーの Ce:GAGG 育成技術の検討を開始
した。ルツボフリー化開発に関しては、
Ce:GAGG 溶融体を得ることに成功しま
した。

　本事業による実用化開発完了後、3 社
共同で相馬に工場を建設することで、技
術の集約、製造の効率化を行い、センサ
ヘッド用のコリメータ製造、結晶製造、
結晶作製装置製造、シンチレータアレイ
の製造等、一貫した製造体制を構築し、
国内外の医療機器メーカーへの販売を進
めていきます。このセンサヘッドの製造
拠点が出来上がれば、医療装置として組
み上げるまでの各種周辺産業が生み出さ
れると考えられ、相馬市を含む浜通り地
域に先端核医療機器の一大拠点が構築さ
れるという波及効果も期待できます。

■ 板厚 2mm の超難加工タングステンプレート
に穴径 0.4mm 程度、開口角 30° の穴あけ加
工技術を開発します。

■  CZ 法により２インチ径 Mo 添加 Ce:GAGG
の育成技術を開発します。

■ 高価なルツボが不要な結晶製造装置を開発し、2
インチ程度のシンチレータ結晶体を育成します。

■ 売上に関しては、2024 年で、82 億 8000
万円、新規雇用者数 82 人を見込みます。

　スター精機社が有する①超難加工タングステンコリメータの精密穴あけ
加工技術、C&A 社が有する②高性能 Ce:GAGG シンチレータとその結晶
製造技術、さらに EXA 社が有する③ Ir ルツボを用いない、革新的低コス
ト結晶製造装置といった要素技術を垂直統合することで、従来の SPECT
装置のブレークスルーを実現し、かつコストメリットの高い、超高解像
度、高エネルギー分
解能センサヘッドを
開発・実用化します。
SPECT 装置の分解能
向上により、がんの早
期発見による QOL 向
上が図れ、さらには創
薬・前臨床用に使用す
ることで、がん治療薬
の創成、治療反応の
詳細モニタリングが可
能になります。

　SPECT 装置は、体内に注入した放射性核種
から放出されるガンマ線をセンサヘッドで撮像
することで、がんの早期発見に有効で、近年、
創薬・前臨床分野でも活用されています。本事
業では、コリメータの微細穴加工技術開発およ
びシンチレータ結晶性能向上・低コスト化を図
り、初期段階の病理の早期発見を可能とする超
高解像度センサヘッドの開発を行います。

医療・創薬用SPECT装置を革新する
超高解像度センサヘッドの実用化開発

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：相馬市

　スター精機社が有する①超難加工タングステンコリメータの精密穴あけ加工技術、C&A 社が有する②高性能
Ce:GAGG シンチレータとその結晶製造技術、EXA 社が有する③ Ir ルツボを用いない、革新的低コスト結晶製造装
置といった要素技術を垂直統合することで、医療・創薬用 SPECT 装置を革新する超高解像度センサヘッドを実用
化開発します。

㍿スター精機、㍿C&A、㍿EXA

2018年度開始

15

₁₀₇

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

農
林
水
産
業
分
野

環
境
回
復
・
放
射
線
分
野

医
療
機
器
等
分
野

ロ
ボ
ッ
ト
分
野

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
分
野

2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




